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Schuljahr 学年 ９学年 10 学年 11 学年 12 学年
Stufenbezeichnung 学年名称 Quarta ４級 Tertia ３級 Sekunda ２級 Prima １級 Total 合計
１ Grundlagenfach 基礎教科 Chemie 化学 1.5 2.5 2 ０ ６＊
２
Schwerpunktfach 重点教科 Biology und Chemie  生
物と化学
０ 4 5 5 14＊＊
重点教科の一部 Teil Chemie  化学 （1.5） 　　７（＝ 14/2） 計 8.5 ＊










分野）（第 10 ～ 12 学年）
（計７=14/2）





















































































































表５ 　Elemente - Grundlagen der Chemie für Schweizer Maturitätsschulenエレメンテ－スイス連邦マ
トリテートシューレ・化学基礎－の目次（20章の頁分量とそれぞれの割合，計190節）
章 節 分量（頁）％
（目次など） 8 1.7 








学年（通算呼称） ９～ 11 ？ 10（高１）か 11（高２）
週授業時間数 ６（=1.5+2.5+2） ２
教科書名
Elemente – Grundlagen der Chemie für Schweizer Maturitätsschulen
エレメンテ−スイス連邦マトリテートシューレ・化学基礎−
化学基礎
出版社 / 地 Klett und Balmer Verlag ／ Zug＊ 啓林館／大阪
発行年 2007 2012（平成 24 年 12 月）
頁数 463 240
サイズ 200（横）× 265（縦） 148（横）× 208（縦）：A5
編著者 （ドイツ版＊＊オリジナル９名 :Werner Eisner, Paul Gietz, Marianne 
Glaser, Avel Justus, Klaus Laitenberger, Klaus-Juergen Liebenow, Wernwe 








































































































































































































































第１章 化学と私達の生活 16 6.7
第１節 生活の中の化学






第 2 部 物質の構成 1 0.4
第 1 章 物質の構成粒子 20 8.3
第 1 節 原子の構造と電子配置
第 2 節 イオンの生成 62 25.8
第 3 節 元素の周期表
章末問題
第 2 章 化学結合 35 14.6
第 1 節 イオン結合
田中　賢二　・　田中　啓太
− 40 −
第 2 節 共有結合
第 3 節 金属結合
章末問題
探究活動 6 2.5
第 3 部 物質の変化 1 0.4
第 1 章 物質量と化学反応式 24 10.0
第 1 節 原子量・分子量・式量
第 2 節 化学反応式
 章末問題 87 36.3
第 2 章 酸と塩基 22 9.2
第 1 節 酸と塩基
第 2 節 水の電離とｐ H
第 3 節 酸・塩基の中和と塩
章末問題
第 3 章 酸化還元反応 28 11.7
第 1 節 酸化と還元
第 2 節 酸化剤と還元剤
第 3 節 金属の酸化還元反応











































スイス 1467 463 3.17（1.84 ＊）






非重複索引数計 1637（=1282+355 ＝索引数計 1999­スイス重複
索引数 185­日本重複索引数 177）
＊＊重複索引数が 185 と 177 とで異なるのは１対１対応でないこと
などから生じている。例えば，スイスの索引，Elektronendonator 
245，と Reduktionsmittel 245 とは，還元剤に，Elektronenakzeptor 
245，と Oxidationsmittel 245 とは，酸化剤に対応している。ま
た，日本と対応する索引がない場合でも，スイスの索引内で，例
えば，Wasser Dichteanomalien 118 水の密度の異常性，と Wasser 
Dichteanomalien（Bedeutung für die Wasserorganismen）120 水の
密度の異常性（構造の観点）という重複がある。日本の索引内でも，
「LD50」と「半数致死量」が重複している。（半数致死量は，与え


















































































区分／属性 人名 量・単位 法則 モデル 効果 原理 規則
実数計 54 48 22 18 11 6 4
スイス 54 21 15 18 11 6 4
日本 0 27 7 0 0 0 0





２）Gesetz über die Maturitätsschulen (MaSG) des 
Kantons Bern, 1995.
３）Maturitätsschulverordnung (MaSV) des 
Kantons Bern, 1997.
４）Schweizerische Konferenz der kantonalen 
Erziehungsdirektoren (EDK), Rahmenlehrplan 
für die Maturitätsschulen vom 9. Juni 1994.
５）Schweizerische Konferenz der kantonalen 
Erziehungsdirektoren (EDK), Reglement über die 
Anerkennung von gymnasialen Maturitätsausweisen 
(Maturitats-Anerkennungsreglement MAR), 1995.
６）Erziehungsdirektion des Kantons Bern, 
L E H R P L A N f ü r  d e n  G Y M N A S I A L E N 
BILDUNGSGANG vom 9. bis 12. Schuljahr im 
deutschsprachigen Teil des Kantons Bern, 2005.
７）啓林館，化学基礎，平成23年３月検定済，平
成 24 年 12 月 発 行，（61・ 啓 林 館・ 化 基 306）
ISBN978-4-402-03747-5．
８）Elemente – Grundlagen der Chemie für 
Schweizer Maturitätsschulen,Klett und Balmer, 
2007. ISBN978-3-264-83645-5.
９）田中賢二・田中啓太，スイス−ドイツ語圏−前
期中等教育段階の物理教育─科学（理科）教科書
の分析─，岡山大学大学院教育学研究科・研究集
録，153号（2013）127-138頁．
10）田中賢二，ドイツにおける物理教育の現代化に
関する研究，風間書房，1996年２月，430頁．
11）田中賢二・田中啓太，ドイツ語圏の後期中等普
通教育段階における物理教育，岡山大学教師教育
開発センター紀要，第４号（2014），26-35頁．
